JCI　プレストレス技術の有効利用に関する研究委員会(TC-073A)

第5回WG1　議事録（案）

1. 日時：2008年7月25日　11:00～13:00

2. 場所：京都大学桂キャンパスC1-152会議室

3. 出席者：10名（下線は欠席者）

西山峰広，中塚佶，井上晋，北山和宏，日比野誠，岸本一蔵，濱田譲，大迫一徳，岡本晴彦，岸田慎司，溝口茂，杉本訓祥，竹崎真一，永元直樹，堤忠彦，柳井修司，田島祐之，谷昌典，大野一昭（JCI事務局）

4. 配布資料：

WG1-5-1：第3回全体委員会議事録（案）　（2008年7月4日）

WG1-5-2：第4回WG1議事録（案）　（2008年5月23日）

WG1-5-3：JCI PC委員会 WG1報告書 メモ　（日比野WG1主査）

WG1-5-4：目次（案）および検討内容　（大迫委員）

WG1-5-5：JCI／PC技術委員会WG1報告書　項目案　（谷委員）

WG1-5-6：PRC柱梁十字形部分架構の耐震性能評価に関する実験的研究

（日本建築学会大会2008投稿論文）　（北山幹事）

WG1-5-7：鋼材種および変形量を考慮したPC梁部材の終局曲げ耐力算定法　（岸本WG1幹事）

5. 議事内容：

(1) 第3回全体委員会議事録（案）（資料WG1-5-1），第4回WG1議事録（案）（資料WG1-5-2）について確認を行った。

· 第3回全体委員会議事録（案）は承認された。

· 第4回WG1議事録（案）について，p.4の6行目「32m」を「31m」に訂正。

(2) 資料WG1-5-3に基づき，目次（案）の貢献可能項目について日比野WG1主査より説明があった。

· PC技術協会誌にグラウト特集号（プレストレストコンクリート，Vol.48，No.2，Mar.-Apr. 2006）があり，今回の報告書のグラウトに関する項目が内容的に同じになってしまわないか？

· PCとRCで設計における考え方が異なるのは，建築も土木も同じ。建築では，両者の限界状態の定義を同じとして考えることはできない。また，土木でも，PC鋼材を腐食から保護するという観点からひび割れを発生させないようにするため，使用性の定義が両者で異なる。

· 変動荷重が大きい鉄道橋ではPRCで短いスパンとし，道路橋はPCで長いスパンとするのが一般的。

· 建築では，PRCはスパン10～15m程度であり，それ以上のスパンはPCにする。PRCでひび割れ幅を計算することはほとんどない。

· 限界状態などを鉄筋応力で説明ができれば楽になるのだが。

(3) 資料WG1-5-4に基づき，目次（案）及び各項目の検討内容について大迫委員より説明があった。

· グラウトの要求性能（圧縮強度やヤング係数など）については，現状ではあまり情報がない。したがって，本報告書では，まず問題点や課題を整理するところから始める。

· 建築においては，「ひび割れが発生しない」，「高強度コンクリート使用で中性化しにくい」としてPCの高耐久性を謳っているが，漠然とした話で具体的には考えられていない。

(4) 資料WG1-5-5に基づき，報告書に貢献可能な内容として，PC圧着柱に関する一連の研究内容について谷委員より説明があった。

· せん断耐力について，土木で用いられるようなものと荷重条件が異なる。（逆対称曲げとは限らない）

· 土木分野における耐力などの評価方法は提供可能。

· PC鋼材の付着耐力を考慮した曲げ耐力評価法とはどういうものか？
→付着強度から部材内におけるPC鋼材の付着耐力を設定し，F値を用いて鋼材張力の増減を抑えることにより，部材内での付着力が付着耐力を超えないようにするもの。

(5) 資料WG1-5-7に基づき，岸本WG1幹事より説明があった。

· 部材が長い場合にF値が小さくなるのは，モーメント勾配を考えると逆ではないか？

· 実験データのコンクリートのヤング係数が高いのでは？（40N/mm2級でヤング係数が40kN/mm2？）→データを再確認すべき。

· より線の応力－ひずみ関係（繰り返し）は，圧縮域に入らない限りは鋼棒と同じであろう。

(6) 資料WG1-5-6に基づき，北山幹事より説明があった。

· 土木からも，資料の（その3）表4のような，限界状態についての表を出して頂きたい。

(7) 今後の活動内容に関する検討

次回WG1は，2008年11月7日（金）14:00～17:00にJCI会議室にて開催予定。各自，報告書の担当箇所に関して，具体的な内容を持ち寄って頂くこととする。

以上　（記録：谷）
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